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掲載するモデル事業年度 平成29年度～令和元年度（各年度2事例、合計6事例） 

環境省 学校給食の実施に伴い発生する廃棄物の３Ｒ促進モデル事業 事例集（平成30年3月作成） 

更新年月 令和５年６月更新 
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大事なポイントは３つ！ 

 

● 食品廃棄物・食品ロスの削減は、国連「持続可能な開発目標（SDGs）」の目標になっています。 

… 「2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人あたりの食料廃棄を半減」！ 

● 学校給食調理施設も、食品廃棄物・食品ロスが発生している施設のひとつです。 

… 国が定めている食品リサイクル法基本方針において、学校給食調理施設は、食品関連事業者の取組に準
じて食品循環資源の再利用等を促進すべき施設と位置付けられています！ 

● 「食の循環や環境を意識した食育の推進」が食育の重点課題に！ 

… 国が定めている「第3次食育推進基本計画」では、食品ロスの削減のために何らかの行動をしている国
民の割合を80%以上にすることが目標になっています。  

効果は子どもを通じて保護者へと波及します。 

「量が多すぎる」「給食時間が短い」ことも原因のひとつです。学校の実態にあった取組が必要です。 

理由は「好き嫌い」の他にもあります。 
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 本モデル事業を実施した複数の自治体で、食育・環境

教育の授業等によって、児童の意識や行動に変化が生じ、

給食の食べ残し量が削減されることが確認されています。 

 長野県松本市では、食にまつわる環境教育の授業に参加

した児童の約5割に意識や行動に変化があり、食べ残しが

34%削減された学校もあります。 

 また、児童の6割以上が自宅で環境教育の授業について話

したことで、保護者の約４割が意識や行動に変化があった

と回答しています。 

授業の前後での主食と副食の食べ残し量の変化 

（資料）「平成22年度児童生徒の食生活実態調査【食生活実態調査編】」（独立行政法人日本スポーツ振興センター）及び本モデル事業報告書等より作成 

最終ページであなたのまちでの効果を試算してみよう！ 
※1クラス当たりの全校平均（g） 

（資料）平成27年度松本市におけるモデル事業結果より 

さらに、令和元年10月には食品ロスの削減の推進に関する法律が施行され、       
地方公共団体が食品ロス削減の施策の策定や実施の責務を有することが定められましたね。 

※取組に際しては、各地域・学校の状況を踏まえて、新型コロナウイルス感染対策について十分留意した上で実施してください。 
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 環境省では平成27年度より、地方公共団体による学校給食由来の食品廃棄物の削減や再資源化等

の取組を支援するためのモデル事業を実施しています。 

 本マニュアルでは、平成29年～令和元年度における事例（6件）について、同様の取組を実施し

たい地方公共団体の皆様の参考とすべく、取組の概要や効果、実施の流れ等を記載しています。 

 なお、全ての事例の事業報告書は、環境省の関連ウェブページに掲載されています。 

 ・平成27年～令和元年度の事業報告書：環境省ウェブサイト 

 ・令和3年度以降の事業報告書：環境省食品ロスポータルサイト 

 ※令和2年度の実施事例はございません。 

No. 実施年度 実施自治体 取組内容（一部抜粋） 掲載箇所 

1 平成27年度 北海道札幌市 

給食残渣の堆肥化・堆肥を用いて栽培した野菜等の活用 

・ 給食残渣を堆肥化し、堆肥を用いて栽培した野菜を給食 

  で提供する「さっぽろ学校給食フードリサイクル」 

 （平成18年度～）の内容を核とした環境教育を実施 

※報告書： 

環境省ページ 

2 平成27年度 長野県松本市 

給食準備時間の短縮の取組＋給食学習会・給食交流会 

・本事業で作成した教材を用い、学校において双方向性の 

 ある環境教育を実施  

・食品ロス削減啓発を行う前後で食べ残し量の調査を実施 

※報告書： 

環境省ページ 

3 平成27年度 岐阜県恵那市 

リサイクル堆肥を用いた栽培学習等の実施 

・ 小学校児童による食品リサイクル堆肥等を使用した大豆 

  栽培及び当該大豆を使用した味噌づくりの実施 

※報告書： 

環境省ページ 

4 平成28年度 千葉県木更津市 

学校給食を活用した地域活性化事業 

・給食に地元産の地元野菜を提供する体制を構築 

・食べ残しの削減を目的とした環境教育・食育の実施 

・小型バイオガス化装置による給食残渣等の再資源化 

※報告書： 

環境省ページ 

5 平成28年度 
京都府宇治市 

（1年次） 

食べ残し削減のための方法を各クラスで考案 

・ 各クラスで給食の食べ残し量を減らす方法を考案、 

  5日間実践した後、振り返りを実施 

・ 市の職員が学校を訪問し、環境教育等を実施 

※報告書： 

環境省ページ 

6 平成29年度 山梨県甲府市 

「ごみへらし隊」と「給食支援員」の取組 

・ 市の職員から構成される「ごみ減らし隊」が 

  学校・自治会等でを訪問して出前講座を実施 

・ 元給食調理員からなる「給食支援員」が 

  残食量の調査分析を元に、児童が喜ぶ調理の工夫を実施 

本マニュアル 

P.5-6 

※報告書： 

環境省ページ 

（参考） 環境省 モデル事業の事例一覧 および  

 本マニュアルまたは環境省ウェブサイトにおける紹介ページ 

 環境省モデル事業 事例一覧およびマニュアル・報告書等の掲載箇所 

https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/foodloss/muni.html#M02
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
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No. 実施年度 実施自治体 取組内容（一部抜粋） 掲載箇所 

7 平成29年度 
京都府宇治市 

（2年次） 

給食準備時間の短縮の取組＋給食学習会・給食交流会 

・ 児童が給食準備の時間を10分間以内にする目標を設定、 

・市の職員が授業時間・給食時間に学校を訪問し、 

 食べものの大切さに関する授業・クイズなどを実施 

本マニュアル 

P.7-8 

※報告書： 

環境省ページ 

8 平成30年度 静岡県藤枝市 

子どもへの働きかけ＋学校・家庭での実践 

・ 食品ロス削減につながる「めあて」を自動が自ら設定、  

 家庭・学校給食において達成状況を記録する 

 「いただきました！チャレンジ」を実践 

本マニュアル 

P.9-10 ／ 

※報告書： 

環境省ページ 

9 平成30年度 北海道音更町 

学校・JAと共に作る食育・環境教育 

・ 近隣の農業組合の施設で給食残渣の液肥化を実施、 

  液肥を野菜の栽培学習で使用 

・ 近隣農家や給食調理員へのインタビュー等を含む 

  教材動画等を作成、栄養教諭が座学を実施  

本マニュアル 

P.11-12 

※報告書： 

環境省ページ 

10 令和元年度 群馬県高崎市 

給食センター主導の食品ロス削減の取組 

・ 学校給食センターにて、 皮付きのままの調理、 

 給食残渣の堆肥化等の取組を実践 

・ 学校給食センター職員が管轄校を訪問し、食育等を実施 

本マニュアル 

P.13-14 

※報告書： 

環境省ページ 

11 令和元年度 千葉県市川市 

児童自身による目標設定・振り返り等の実施 

・ 本事業で作成した学習冊子を使用した15分間の授業 

・ 児童が給食時間等に5日間で取り組む目標を自ら考案 

  5日間の取組後に振り返りを実施 

本マニュアル 

P.15-16 

※報告書： 

環境省ページ 

12 令和３年度 神奈川県厚木市 

給食残渣の減量化・資源化ならびに環境教育を実施 

・ 給食残渣を生ごみ処理機で減量化（5校）または食品リ 

  サイクル施設で資源化（31校・学校給食センター２件） 

・ モデル校において環境教育を実施 

※報告書： 

環境省 

食品ロス 

ポータルサイト  

13 令和３年度 

三重県  

多様な体験授業および給食残渣の堆肥化を実施 

・ モデル校（特別支援学校）で食の大切さを学ぶ各種体験 

 授業等を実施（例：漁業関係者等による出前授業等） 

・ 学校給食由来の食品残渣等の堆肥化を実施  

・食品ロス削減に関する教職員向・保護者向け研修を実施 

※令和3・4年度で別の学校をモデル校として実施 

※報告書： 

環境省 

食品ロス 

ポータルサイト  

14 令和４年度 

15 令和４年度 滋賀県大津市 

給食における地場産物の活用・3R推進メッセージを袋に表

示したパンの提供等の実施 

・ 大学と連携し地場産物を使用した献立を開発。児童生徒 

 が苦手な食材（魚・野菜）が食べやすくなる工夫を実施 

・「楽食プロモーター」（栄養教諭）による動画教材等を 

 活用した授業等の実施 

※報告書： 

環境省 

食品ロス 

ポータルサイト 

https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
https://www.env.go.jp/recycle/food/kanren_siryo.html
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https://www.env.go.jp/recycle/foodloss/muni.html#M02
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